
(原則) (原則) (原則) (原則)

(原則)

30゜

(原則) (原則)

(原則)
500

500
中心線

(水道・ガス管等)

30゜

掘削範囲

500
(原則)

-

①②③　舗装復員３ｍ未満は全面復
旧とする。
①②③　舗装幅員３ｍ以上は半面復
旧とする。

500 - 500

30゜ 30゜

500 500

路端全面を影響部分とし本復旧時に補足
材により不陸すること

　
掘削範囲

舗装構成

30゜

- 500

砂利道舗装道

　舗装本復旧の影響範囲は上記のとおりとする。ただし、舗装復員３m以上の場合に
おいて道路センターを超えて影響が生じるおそれがある場合（縦断方向での埋設管
等の切回し）は、原則全面復旧とする。

中心線

30゜

500

30゜

30゜

(原
則
)

5
0
0

30゜

(原
則
)

掘削範囲

5
0
0

50

150
(200)

100
(150)

(入替)
良質山砂
路床

(400)

ＡＳ　13mm

　掘削箇所が、工事・修繕等で舗装工事施行後３年以内である場合、本復旧の影響
範囲は、現況確認のうえ決定する。

150

(入替)
良質山砂

ＭＳ　25mm ＲＣ　40mm最大粒径
下層路盤

市　道　復　旧　例

また、上記以外の舗装構成となっている道路については、現況と同等以上の強度の
舗装構成とする。

１級及び２級市道の舗装構成は（　）内の数値とする。

上層路盤・砂利道路盤

路盤

下層路盤

上層路盤

表層

表層

②①

③

舗装復旧範囲

500
(原則)

30゜


